






































































































































































































































































































































































































































































れない。（「白井ノート（9） 1929-1931 Les souvenirs des theatre de Paris」、白井文庫（マイクロフィルム）、
阪急文化財団池田文庫蔵を参照。）
（27）　劇団は白井のオペレット及びレビュー双方の創作活動に大いに期待を寄せていた。（引田一郎「宝塚雑談
1931年の意図」『歌劇』1931年1月号：45頁を参照。）
（28）　《ジャニンヌ》は1931年3月に宝塚大劇場花組公演にて初演され、同年4月には同じく花組によって小劇場に
て再演、翌月には月組によって同じく小劇場で上演された。6月には今度は雪組よって小劇場にて上演されて
いる。一方、《ライラック・タイム》は10月に月組によって宝塚大劇場で上演されているが、再演はなかった。
両作品とも白井鐵造が演出し、高木和夫が作曲を手掛けている。
（29）　『ジャ二ンヌ』および『ライラック・タイム』の構成については、『宝塚少女歌劇脚本集』宝塚少女歌劇団、
1931年3月号、同書1931年10月号を参照。
（30）　『宝塚少女歌劇脚本集』1931年8月号を基に作成した。
（31）　前掲論文（袴田 2001）にて詳述している。
（32）　同論文：186頁。
（33）　同論文：186頁。
（34）　同論文：186-187頁。
（35）　白井は自伝の中で、レビューに必要な新しいスターを創るために新人をどんどん抜擢し、埋もれていた生
徒達のパーソナリティーを生かしたと述べている。また、生徒達も自分の持っている才能を認められるため
に勉強し、舞台も新鮮なものになったと記述している。（白井鐵造『宝塚と私』中林出版、1967年：120頁を
参照。）
（36）　「レヴュウ座談会（23）」『都新聞』1931年11月13日（金）を参照。
（37）　白井、前掲書、1967年：121-122頁を参照。
（38）　白井、同書：121頁を参照。
（39）　《パリゼット》における専科生の登用については前掲論文（石坂 2014）で詳述した。
（40）　白井鐵造「《ローズ・パリ》を再演するに就て」『歌劇』1931年9月号：58-59頁を参照。当時、娘役スターで
あった大空ひろみは《ローズ・パリ》を契機に舞踊専科から声楽専科へ移動している。また後年には専科生
が普通科に逆輸入される形での移動が多く見受けられるようになった。
（41）　詳しくは引田一郎「宝塚の東京進出」『歌劇』1930年8月号：32-35頁、引田一郎「宝塚オペレットの確立」『歌
劇』1931年9月号：2-5頁を参照。
（42）　引田一郎「東京に来て」同書、1931年11月号、8頁を参照。
